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C8tr(r)- <S,I.-,/2(expi7T ∑ S,f)S.50.,･/2>,
j-ro-r/2+1
ここで､ roは開放端鎖の中心を表す｡即ち､偶数 γに対しては γO-〟/2､奇数 γに対しては
ro-(N+1)/2である｡この計算では､パリティ偶､stF.とal-0の部分空間内で､M ブロック状
態 (但し､〟 ≦300)無限系法を用いる｡ 〟 に関する収束牡が十分であることを確認するまで
M を増加させた.カイラル相､ハルデン相では､それぞれ､カイラル相関関数 CN(r)､ ストリ
ング相関関数 cst.I(r)が､十分大きいrに対して一定になるはずである.
図2(a)-(C)は､いくつかのjについて計算したカイラル､スピン､およびストリング側聞閥数









































図 2:種々のjに対する相関関数 vsrの log-logプロット｡(a)カイラル相関 CN(r)､(b)ストリ
ング相関 -a,i,(r)､(C)スピン相関CN(r)/cos(Qr)｡矢印はr-∞ への外挿倦.ブロック状態数




る相転移は Ising型と期待される｡実際､ (㌔(r)からカイラル相関長 fNを求めて､それを､棟
準的な幕形式E,'-(3'cl-i)~Vパにフイットさせて得た t,Nの値はZ,'巴0.9土0.1となり､2次元

























本研究の結果を要約すると以下のようになる｡ フラストレートした S-1/2および 1巌了･スピ
ン鎖の基底状態の数億的解析により､ S-1XY模型では､広範囲の jにおいてギャップレスお
よびギャップドカイラル相が実現されていること､しかし､S-1/2XY模'Zeg.､S-1/2および 1
ハイゼンベルグ模型ではカイラル相が存在しないこと､を兄いだした02つのカイラル相では､
カイラリティが長距離秩序となっており､スピン相関は幕的または指数的の減衰している｡現在､
これらの系の臨界的性質､j一入平面での相図などの研究を進めており､より群紺な報告を近々発
表する予定である｡
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